【光学機器製造業】
職種：修　理　　職務：光学機器修理

【概要】

　カメラ、望遠鏡、顕微鏡など、ユーザーや顧客から寄せられた故障した光学機器の修理・補修を行う仕事。

【仕事の内容】

　修理の仕事は部門として独立している場合もあれば、組立作業担当者が必要に応じて対応する場合もある。ユーザーから寄せられる故障には様々なタイプがあり、担当者は機器を分解してその原因を突き止め、必要となる工具や計測器、部品等を取り揃えて迅速に修理を完了する必要がある。また、修理に一定期間を要する場合には、その時間を的確に見積る能力も求められる。

　製品の機能・構造・特徴・部品等に関する専門知識や、光軸やピントの調整など精密な技能が求められ、一般に熟練を要する仕事である。このため、組立作業を一定期間経験し、光学機器の組立・調整法に関する知識と技能を十分に身につけたうえで修理担当になる場合が多い。

　また、修理担当者には、開発部門に対して今後の製品改良等に向けたフィードバックを行う役割も期待されている。

（1） 【求められる経験・能力】

（2） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。ただし、複雑な故障原因に対応するためには製品の組立・調整法に関する高度な知識・技能が求められるため、通常は組立部門等で一定の経験を経たのちに配属される場合が多い。

（3） 技能検定（光学機器製造）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（4） 修理作業は関連部署と連携しながら行う場合が多いため、修理技能はもちろん、コミュニケーション力や協調性といった対人能力も求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定制度　（職種：光学機器製造）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

　　　　　　　　特級　

　　　　　　　　　１級　光学機器組立て作業　　　２級（１級に同じ）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　６０３　光学機械器具組立工・修理工

　　６０９　その他の計量計測器・光学機械器具組立・修理の職業
